
      会  議  録            （１／８） 

名   称 令和６年度第２回坂戸市総合計画審議会 

開 催 日 時 
 令和６年 9月 25日（水） 

 午後１時 15分 開会 3時 10分 閉会  

開 催 場 所 坂戸市役所３階 301、302会議室 

出 席 者 

の 氏 名 

庭田 文近 委員、深田 耕一郎 委員、梅田 裕子 委員、本橋 聡 委

員、及川 青児 委員、藤本 衡 委員、鈴木 光一 委員、関根 正昌 委

員、福沢 猛 委員、野勢 辰徳 委員、村田 千鶴 委員 

欠 席 者 

の 氏 名 
なし 

事務局職員

の職・氏名 

総合政策部 石坂部長  

本多次長兼政策企画課長  

政策企画課 山崎副課長、小泉係長、五津主事 

      情報政策課 砂川係長 

公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団 大原、萩原 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 審議事項 

（１） 「坂戸市の人口及び産業の現状分析」、「人口ビジョンの振り

返り」、「展望人口の見直し」結果報告について【資料１】  

（２） 第２期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業の取組状況

について【資料２】  

（３） 「次期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の体系（案）

について【資料３】  

（４）その他 

４ 閉会 

配 布 資 料 

資料１ 人口ビジョン（案）  

資料２ 第２期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業の取組状況 

資料３ 次期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の体系（案） 



（２／８） 

議 事 の 経 過  

発 言 者  議 題 ・ 発 言 内 容 
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事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

会長 

 

１ 開会 

ただいまから第２回坂戸市総合計画審議会を開会する。  

現在の出席者は 11名、欠席者はなく、坂戸市総合計画審議会条例第６

条第２項の規定により定足数に達しており、本会議は成立している。また、

本審議会は 公開とさせていただくことをあらかじめご了承いただきたい。 

 

  ２ 挨拶 

本日は、第２回坂戸市総合計画審議会を開催いたしましたところ、皆様に

はお忙しい中ご出席賜り感謝申し上げる。  

本日は、人口ビジョン（案）、第２期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略

事業の取組状況及び次期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の体系

（案）についてご審議いただき、 委員の皆様におかれましては、それぞれ

の関係団体というお立場という視点でご議論いただくとともに、議事進行に

格別なご協力をお願い申し上げ、挨拶と代えさせていただく。 

   

３ 審議事項 

次第に基づきまして、審議事項に入らせていただく。  

前回欠席をされました本橋、及川両委員には、自己紹介をいただきた

い。  

 

（両委員 自己紹介） 

 

審議事項につきましては、進行を庭田会長にお願いする。 

 

 今回の会議には１名の傍聴希望者がおり、委員の皆様には入室をご了承

いただきたい。 

 

（委員 了承、傍聴希望者１名入室） 

 

初めに、審議事項 1の坂戸市の人口及び産業の現状分析、人口ビジ

ョンの振り返り、展望人口の見直しの結果報告について、を議題とす

る。事務局から説明をお願いしたい。 
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議 事 の 経 過  

発 言 者 議 題 ・ 発 言 内 容 
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 コンサル 
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（【資料１】を説明） 

資料１は、前半に坂戸市の人口及び産業の現状分析として人口動向

及び産業動向を、後半には人口ビジョンの振り返り、展望人口の見直

しを行った上で、将来人口の目標値を記載している。  

詳しい説明は、公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団からご説

明いただく。 

 

総合戦略策定のための基礎資料、人口と産業の状況を示し、人口維

持の目標を示す。 

・ 人口は、ピークを過ぎ高齢化が進む 

・ 産業は、サービス化が進む 

・ 人口推計は、国立社会保障・人口問題研究所の令和５年推計が

平成３０年推計よりも改善 

・ 展望人口は、目標とする人口であり、令和５年推計を改善 

出生は、希望出生率を基にした中位、純移動率は令和５年推計

のものを維持する高位を採用 

・ 総合戦略の方向性は、出生の改善、社会移動の好調の維持 

 

合計特殊出生率が中位、純移動率が高位を選んでシミュレーション

をしている。坂戸市の純移動率が好調となった要因は何か。好調とな

った要因があれば、それが維持できそうだという理由があって高位を

採用しているのか。 

 

 坂戸市だけでなく、県内の圏央道沿線地域全体に産業の立地ニーズ

があるが、立地ニーズに対応できる産業用地がないというのが、圏央

道沿線自治体の悩みである。坂戸市には、まだ住宅及び産業用地の開

発余地があることから、企業立地に応じて人口の社会増が維持できる

と考えた。 

 

現状、合計特殊出生率は 0.99 であるが、この低い状況から、この

中位目標を達成できるのか。低位を目標とするのが現実的ではない

か。 

 

人口置換水準である出生率 2.10 を達成しないと人口は減り続ける

ので、第２期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の展望人口はそ

の水準まで上昇させることを目標に設定したが、今回はそこまでの高

い出生率にはしていない。いずれにせよ社会増は好調となっているの

で、出生の向上に力を入れざるを得ない。 
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委員 

 

採用した中位目標は、希望出生率である 1.8 としている。確かに現

実的に厳しいというところはあるが、やはり行政としては、結婚、妊

娠、出産の希望を叶えていく観点を捨ててはいけないということか

ら、1.8を採用した。 

 

2020年に合計特殊出生率が高くなっている理由はあるか。 

 

県が公表している合計特殊出生率は、国勢調査実施の年のみ、国勢

調査の結果をベースとするので高くなる傾向がある。 

 

意見がないようならば、次の、審議事項（２）第２期坂戸市まち・

ひと・しごと創生総合戦略事業の取組状況について、を議題とする。

事務局から説明をお願いしたい。 

 

（【資料２】を説明） 

資料２は、第２期総合戦略に位置付けられた基本施策に係る事業を

取り組んだ結果を数値目標やＫＰＩの達成状況により把握をしたもの

である。計画期間は令和２年度から令和６年度だが、現時点で把握で

きる令和５年度までの達成状況をまとめた。 

数値目標や KPI が全部で 29 項目（1 項目再掲あり）あり、そのう

ち、目標値を達成したものは 11項目あった。 

総合戦略の施策の効果の検証については、令和２年度から令和５年

度までの達成状況も参考にしながら、次期総合戦略の数値目標や KPI

を決定したい。  

令和６年度の達成状況は、把握ができるのが令和７年度になってか

らであり、次期総合戦略の計画期間がすでにスタートしているので、 

把握でき次第事務局で結果を取りまとめ、ホームページ上で公表する

予定である。 

 

「子育て支援が充実していると感じる人の割合」などは、代替できると思わ

れる別の指標を採用しているとのことであったが、実績値が入力されていな

い項目があるが、理由はあるか。 

 

令和５年度実績については、代替できると思われる類似の指標を実績値

としている。各課に施策に対応する事業の実施と検証する計数を把握する

ように徹底する。 

 

産業基盤の整備の目標値が新たな被雇用者数 1,000人になっていて、

それ以降全部０人という実績になっているが、これは目標値が、その指標と

して正しかったのかどうかも含めて、どのように考えられているのか。 
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開発を予定しているところが農地ということで、そこを都市的な土地利用

に転換するということで、関係機関との調整に想定以上時間がかかっている

という状況である。 

 

次に、審議事項（３）次期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の提案に

ついて、を議題とする。 

 

（【資料３】を説明） 

次期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定方針に基づき、「 結婚・

出産・子育ての希望をかなえる」、「しごとをつくる」、「本市への人の流れを

つくる」、「時代にあった魅力的な地域をつくる」の４つを基本目標として定め

た。また、国の動向を踏まえて、横断的な目標として「デジタルの力を活用し

た社会問題の解決」を掲げている。横断的な目標については、デジタル活

用が前提というわけではなく、 基本目標達成のためにデジタルの力を活用

できる部分は活用していく考えである。 

 

資料３に記載された事業は今すでに実施されているのか。これから実施

予定の事業も含まれているか。 

 

現在行われている事業、行うべく検討している事業、次期総合戦略策定

に伴い新たに実施を検討する事業がある。 

 

合計特殊出生率上昇には子育て支援が重要となる。例えば、給付金

の給付事業は他市と比べたときに金額が多いのか少ないのか、事業の

規模感を知りたい。 

 

特徴的なものとして、学校給食費補助事業は県内の市の中で、 坂

戸市が最初に無償化を始めた。 

 

給食の無償化は良い事業と思っている。病気の子を連れて移動する

のでは大変なので病児保育事業は対象施設を増やせたら良いと思う。 

 

病児保育については、病院との関わりがあるので、対象施設を増やすに

は調整が必要である。移動の負担解消はすぐには難しいが、保護者の金銭

的な負担軽減を今年度から始めた。 

 

デジタルの力を活用することについて、もう少し具体的な説明が欲

しい。 
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例えば、シルバー人材センター支援事業については、面接をオンラ

インで行うなどのデジタルの活用方法がある。先週実施した検討部会

でデジタルの活用の方法も含め、各事業の内容を検討している。 

 

金銭的な支援については、市で独自で予算立てしていくようなもの

は、その市の魅力になっていく。奨学金返還支援事業は、今年度から

開始された事業であるため、今後の動向に注目したい。 
また、入学準備金貸付事業があるが、入学にかかる費用ができるだ

けかからないような施策を検討していただきたい。 

 

奨学金返還支援事業は、県内でもまだ実施している自治体が少な

く、市レベルでは、支援額としてはかなり大きいので、さらなる魅力

発信ができるといいと考えている。 

 

施策と事業及び所管課が一覧表となっているが、これらの関係を

図・矢印などで表現するなどもう少しわかりやすく整理できないか。 

結婚支援事業は、結婚支援だけでなく結婚したら坂戸市内に住んで

もらうという移住・定住支援の側面もあると思う。 

企業誘致では、デジタル産業はビルの空きフロアに誘致したりでき

るので、産業用地がなくても呼び込みやすい。デジタルを活用した事

業を行う際に、地元に事業所があったり、リモートオフィスがあった

りする事業者を入札や発注の際に優遇することで、誘致を促進する方

法もある。 

 

デジタルについての考え方を揃えた方がよい。 
 
これまで、基本目標４の基本方向１が「安心して暮らせる地域をつ

くる」であったが、「心豊かに暮らせる地域をつくる」に変わり、分

かりやすくなったので、とてもいいと思う。基本方向に対する施策に

おいて、「住民自治組織への支援を行う」とあるが、私は心豊かに暮

らすために、住民の活動は非常に大事だと考えており、この施策をぜ

ひ推進していただきたい。 
また、次期総合戦略に掲載しないとはいえ、「地区集会場等整備支

援事業」のようにハード面や金銭面の支援だけでなく、ソフト面での

支援も重要だと思う。 
 

基本目標２の基本方向２「しごとをはじめる」に「市内創業支援事

業」が入るなど、基本方向、施策及びそれに紐づく事業の区分が不明

瞭で少しわかりづらい。見直しをお願いしたい。 
 



（７／８） 
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 分かりやすいものとなるよう見直す。 
 
 デジタルの力を活用できる事業が半分もないのはさみしい。デジタ

ル化について各課の意識にばらつきがあると思う。計画に記載すると

きは、横断的目標に掲げていることもあるので、デジタル化について

もう少し前向きに書いた方がよい。 
 また、一つの事業が、複数の施策に絡んでいることを表現した方が

よいと思う。 
 
 デジタルの力を活用という意味を整理したい。また、事業は再掲す

るなど複数の施策に関わることの示し方を改めて整理したい。 
 
総合戦略に記載しない事業の扱いはどうするのか。 
 
第１期総合戦略は、事業名まで掲載していたが、５年間が経過する

中で事業がなくなったり、統合されたりして、計画期間後半には現状

と異なってしまったので、第２期総合戦略からは記載しないことにし

た経緯がある。 
次期総合戦略では、事業名を直接載せるという形ではなくて、これ

らの事業内容に関するキーワードを用いて基本目標や各施策につい

て、現状と課題、取組の方向性などについて記述していきたい。 
 
「結婚の希望をかなえる」のライフプランニング事業は、こども支

援と学校教育課が所管課となっている。中学校ではキャリアプランに

関する授業の一環で市内企業へ職場体験を行っていると思うが、これ

を基本方向「結婚の希望をかなえる」に結びつけるのは、違和感があ

る。 
「子育ての希望をかなえる」の取組としては、公園で遊ばせるな

ど、外で子育てをすることはすごく重要なポイントと思っているの

で、どこかにこの考えを入れられないか。 
ワークプラザ管理事業は、基本方向「しごとを始める」に直接関連

しないのではないか。 
 
ワークプラザは勤労者向けの施設であるが、事業としては貸館がメ

インとなっているので、施策と事業との関係をよく整理をしてお示し

したい。 
 
現在のシティプロモーションはもっとデジタルを上手に使える余地

があると思う。 
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人口増加や人口維持を目標とするならば、仕事や出産・子育てなど

の利便性が高いまちが選ばれるので、そういう点が総合戦略に位置付

けられるとよいと思う。例えば 基本目標４の中に、基本方向として
「便利に暮らせるまち、地域をつくる」というようなものがあっても

よい。 
それからもう１つ、その 基本目標４の基本方向３の「健康に暮ら
せる地域をつくる」の施策で、「出歩きたくなるまちをつくる」とい

うのはすごくいいと思う。歩道が設置されていても狭かったり、段差

があったりする道路があるので、歩道の設置やバリアフリー化といっ

たインフラ整備事業もあればいいと思う。 
 
中学校部活推進事業だが、中学校の部活だけでなく自主的な活動、

習い事などにも支援が欲しい。 
北坂戸地区まちづくり推進事業は、進捗が遅れていると感じる。事

業の進捗状況がわからない。 
 
北坂戸地区まちづくり推進事業については着実に進展していること

をお知らせしたい。 
 
次に審議事項（４）その他について、事務局からお願いする。 

 
次回の審議会については 11 月の中旬を予定している。日程が決ま

り次第、委員の皆様にはお知らせする。  

ご審議いただく内容は、次期総合戦略の素案について、を予定して

いる。事務局からの連絡は以上である。 

 
４ 閉会 
以上を持ちまして第２回坂戸市総合計画審議会を閉会する。 

 
以上 

 


